令和６年度（第12回）かながわ福祉みらい賞の実施について
１　目　的
かながわ福祉みらい賞実施要綱及び実施要領に基づき、県内の社会福祉施設等で利用者の直接支援業務に従事する若い福祉従事者の意欲の向上を図るため、業務上、有益な創意工夫・改善、支援方法の優れた取組み等、他の社会福祉施設の目標・模範となる功績があった者を表彰する。


２　表彰対象者（次の要件に全て該当する者）
	区　分
	表彰要件等

	
	個人表彰
	団体表彰

	職種
	県内の社会福祉法第２条に規定する社会福祉事業を行う施設等で、利用者の直接支援業務に従事している介護職員、生活支援員、児童指導員等
	県内の社会福祉法第２条に規定する社会福祉事業を行う施設等で、利用者の直接支援業務に従事している介護職員、生活支援員、児童指導員等を過半数とするチーム等の団体

	従事年数
	常勤職員として通算７年以上
	－

	年齢
	40歳未満
	代表者を含む過半数が40歳未満

	功績
	研究発表、地域貢献、人材育成等の取組みにおいて、他の社会福祉施設等の目標・模範となり、対外的にも顕著な功績があること

	勤務状況
	勤務状況が特に優秀と推薦者が認める者
	活動状況が特に優秀と推薦者が認める団体

	不祥事等の
ないこと
	推薦年度及び推薦年度を除く過去３年度において、候補者が勤務する施設等及び同一法人内の他の施設等が、指導、監査で勧告以上の行政指導又は行政処分を受けていない、かつ候補者が勤務する施設等で、職員による個人情報の流出、虐待その他の不祥事を
起こしていないこと

	対象除外
	(1)公務員
(2)神奈川県看護賞又は保育賞の
対象者
	公務員


３　選　考                               
　　同一推薦者から複数の推薦があった場合は、原則上位１名（団体）を優先する。ただし、他の候補者との比較において明らかに上位と判断される場合は複数名を選考することができる。
４　推薦から表彰までの流れ
	時期
	概要
	イメージ図

	５月
	県地域福祉課から各市町村、県関係課（施設等所管課）及び関係団体へ周知依頼
	

　　　　　　　  周知依頼


	
	推薦者への周知
	　　　　　　　 　


	６月14日
(金)まで
	※社会福祉施設等の設置者は、推薦書全てを紙で県地域福祉課に直接提出、かつ功績調書（第２・３号様式）の電子ファイルを県地域福祉課へ提出（詳しくは県HPを確認）
	推薦書全て　　　 功績調書のみ
で紙で提出　　　 電子ファイル
で提出

	８月下旬
	受賞者の決定

受賞者及び推薦者へ通知
	

	11月７日(木)
	表彰状・記念品の授与
	神奈川県社会福祉大会において表彰
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県地域福祉課（表彰事務所管課）





県関係課（施設等所管課）





周知





・神奈川県社会福祉協議会


・神奈川県高齢者福祉施設協議会


・神奈川県身体障害者連合会


・神奈川県知的障害施設団体連合会


・神奈川県介護福祉士養成校連絡協議会
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（推薦者）


社会福祉施設等の設置者





県地域福祉課（表彰事務所管課）








